
樫
や
ん
奮
戦
記
⑥

こ
う
ち
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
　
０
１
２
０
‐
３
７
８
‐
０
６
０

ミ
ナ
ハ

ゼ
ン
ロ
ウ
レ
ン

　
３
月
、
県
労
連
・
こ
う
ち
労
働

相
談
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
労

働
相
談
（
件
数
）
は
２
７
件
（
う

ち
、
女
性
１
３
人
、
男
性
１
４
人
）

で
し
た
。
雇
用
形
態
は
、
正
規
１

１
人
、
パ
ー
ト
５
人
、
派
遣
１
人
、

不
明
１
０
人
で
す
。
相
談
内
容
は
、

①
解
雇
・
退
職
問
題
３
件
、
②
賃

金
・
残
業
不
払
７
件
、
③
配
置
転

換
２
件
、
④
長
時
間
労
働
２
件､

⑤

雇
用
・
社
会
保
険
未
加
入
２
件
、
⑥

パ
ワ
ハ
ラ
１
件
、
⑦
そ
の
他
７
件

で
す
。
３
月
初
旬
、
「
助
け
て
く
だ

さ
い
」
と
の
書
き
出
し
で
は
じ
ま

る
メ
ー
ル
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
匿
名
で
し
た
が
、
「
管
理
職
」

の
名
の
も
と
に
超
長
時
間
労
働
を

強
い
ら
れ
、
休
日
も
月
に
１
回
程

度
し
か
取
れ
ず
、
相
当
額
の
不
払

残
業
が
あ
る
模
様
で
す
。
早
朝
出

勤
、
夜
間
帰
宅
が
常
態
化
し
、
月

１
回
程
度
の
休
日
は
、
連
日
の
過

酷
な
仕
事
で
疲
れ
果
て
、
う
つ
状

態
が
続
い
て
い
る
。
家
か
ら
一
歩

も
出
ら
れ
ず
寝
る
だ
け
の
生
活
で

過
労
死
寸
前
と
訴
え
ま
す
。

　
「
健
康
状
態
が
一
定
落
ち
着
い

た
と
き
に
直
接
労
働
相
談
セ
ン

タ
ー
に
来
て
く
だ
さ
い
。
問
題
解

決
に
む
け
組
合
加
入
を
含
め
て

い
っ
し
ょ
に
考
え
ま
し
ょ
う
」
と
、

メ
ー
ル
で
返
信
（
ア
ド
バ
イ
ス
）
を

行
い
ま
し
た
。
１
週
間
後
に
も
、
別

た
。

　
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、
相
談

者
に
た
い
し
、
労
働
組
合
作
り
、
組

合
加
入
を
勧
め
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
、
さ
ら
に
は
す
べ
て
の
県
労

連
組
織
の
拡
大
・
強
化
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。
３
月
の
組
合
加
入

で
は
、
女
性
看
護
師
が
働
き
が
い

の
あ
る
職
場
と
よ
り
よ
い
賃
金
・

労
働
条
件
を
求
め
た

い
か
ら
と
県

医
労
連
に

個
人
加

入
し
ま

し
た
。

ス
ロ
―
ガ
ン

　
◇
核
兵
器
の
な
い
平
和
で
公
正

な
世
界
め
ざ
し
と
も
に
歩
こ
う
！

　
◇
２
０
１
０
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討

会
議
へ
核
兵
器
廃
絶
の
声
を
届
け

よ
う
！

　
◇
憲
法
９
条
と
非
核
三
原
則
を

守
ろ
う
！
非
核
日
本
宣
言
を
実
現

し
よ
う
！

　
◇
広
島
・
長
崎
の
被
爆
者
、
世
界

の
核
被
害
者
と
連
帯
し
よ
う
！

　
◇
原
水
爆
禁
止
２
０
０
９
年
世

界
大
会
を
成
功
さ
せ
よ
う
！

　
◇
米
軍
機
の
低
空
飛
行
訓
練
を

や
め
さ
せ
よ
う
！

 
 

◇
非
核
港
宣
言
を
守
ろ
う
！

　
　
　
　
　
　
６
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
時
　

　
　
　
　
　
　
　
　
宿
毛
市
県
境

　
　
　
　
　
　
　
　
に
て
引
き
継

ぎ
式
市
内
中
心
部
行
進
　
宿
毛
市

役
所

 

１
４
時
３
０
分
　
三
原
村
役
場
→

　
　
　
　
　
　
　
村
内
一
周

８
日
（
月
）
　
１
７
時
４
０
分

　
　
　
　
大
月
町
田
代
→
役
場

９
日
（
火
）
　
１
７
時
３
０
分

　
土
佐
清
水
市
西
町
→
鹿
島
公
園

１
０
日
（
水
）
　
１
７
時
３
０
分

　
四
万
十
市
市
役
所
前
→
市
内
一

周１
１
日
（
木
）
　
１
７
時
３
０
分

　
　
　
黒
潮
町
田
の
口
→
役
場
前

１
２
日
（
金
）
　
１
７
時
３
０
分

　
　
　
四
万
十
町
役
場
前
→
平
串

１
３
日
（
土
）
　
９
時
３
０
分
　

　
中
土
佐
町
久
礼
駅
前
→

　
　
　
　
　
　
　
　
町
部
一
周

　
　
　
　      

１
２
時

　
梼
原
町
→ 

 
 
 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
町
部
一
周

　
　
　
　
　
　
１
５
時
３
０
分

　
　
津
野
町
姫
野
々
→
山
崎

       

　
　
　
１
８
時

　
須
崎
市
市
役
所
前
→
教
育
会

館１
４
日
（
日
）
　
１
０
時
　
　
　

　
仁
淀
町
役
場
前
→
町
部
一
周

             

１
３
時
　
　
　

　
越
知
町
役
場
前
→
町
内
一
周

１
５
日
（
月
）
　
１
７
時
３
０
分

　
佐
川
町
役
場
→
町
内
一
周

１
６
日
（
火
）
　
１
７
時
３
０
分

　
日
高
村
梅
ケ
坂
入
り
口
→

               

日
高
役
場
前

１
７
日
（
水
）
　
１
７
時
３
０
分

　
い
の
町
椙
本
神
社
前
→
役
場

１
８
日
（
木
）
　
１
８
時
　
　
　

　
土
佐
市
公
民
館
→
市
内
一
周

１
９
日
（
金
） 

 

１
５
時
　
　

　
　
大
川
村
役
場
前
→

　
　
　
　
　
　
　
　
町
部
一
周

  
  

        

１
７
時
４
０
分

　
土
佐
町
田
井
　
末
広
駐
車
場

　
　
　
　
　
　
→
本
山
町
役
場

２
０
日
（
土
）    

１
０
時
　
　

　
　
大
豊
町
役
場
前
→

　
　
　
　
　
　
　
大
杉
道
の
駅

             

　
１
５
時
　
　

　
高
知
市
能
茶
山
→

　
　
　
　
　
　
　
高
知
市
役
所

 
 

高
知
市
内
で
網
の
目
行
進

２
１
日
（
日
）
　
１
０
時
　
　
　

　
高
知
市
役
所
前
→
鹿
児
神
社

             

１
５
時
　
　
　
　

　
鹿
児
神
社
→
南
国
市
役
所

２
２
日
（
月
）
　
１
７
時
４
０
分

　
香
美
市
土
佐
山
田
　
山
田
小
学

校
前
→
香
南
市
役
所
前

２
３
日
（
火
）
　
１
７
時
４
０
分

　
香
南
市
役
所
→
赤
岡
支
所

２
４
日
（
水
） 

 

１
７
時
４
０
分

　
芸
西
村
和
喰
橋
→
叶
木
　
　
　

２
５
日
（
木
）
　
１
７
時
４
０
分

　
安
芸
市
旧
安
芸
駅
→
安
芸
橋

２
６
日
（
金
）
　
１
７
時
４
０
分

　
安
田
町
役
場
→
不
動
　
田
野
　

　
　
　
町
役
場
→
奈
半
利
町

２
７
日
（
土
）
　
１
０
時
　
　
　

　
馬
路
村
役
場
前
→
町
部
一
周

             

１
４
時
　
　
　
　

北
川
村
役
場
→

　

　

　

　

　

高

速

道

入

り

口

１
７
時
　
　
　
　
室
戸
市
役
所
　

　
　
　
→
市
内
一
周

２
８
日
（
日
）
　
１
１
時
３
０
分

　
　
東
洋
町
白
浜
農
協
前
→

水
床
ト
ン
ネ
ル
に
て
引
き
継
ぎ
式

       

　
　
　

平
和
行
進
に
参
加
を
！

09

　今年も平和行進が取り組まれます。

多くの参加で成功させよう！

の
匿
名
の
男
性
か
ら
同
様
の
深
刻

な
メ
ー
ル
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

　
３
月
２
７
日
、
「
建
交
労
農
林

支
部
」
と
「
働
く
も
の
の
い
の
ち

と
健
康
を
守
る
県
セ
ン
タ
ー
」
は

共
同
し
て
『
記
者
発
表
』
を
お
こ

な
い
、
戦
前
の
仕
事
で
石
綿
を
吸

引
し
た
佐
竹
信(

ま
こ
と)

さ
ん
８

８
歳
・
高
知
県
香
南
市
野
市
町
在

住
の
労
災
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
の
記
者

発
表
に
は
県
内
の
マ
ス
コ
ミ
が
ほ

ぼ
出
席
し
ま
し
た
。

 

宮
城
県
出
身
の
佐
竹
さ
ん
は
、

７
０
年
前
の
昭
和
１
３
年
か
ら
４

年
間
三
菱
重
工
業
横
浜
ド
ッ
ク

で
、
軍
艦
の
機
械
設
置
に
従
事
し

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
時
ア
ス
ベ

ス
ト
を
吸
い
込
ん
で
長
期
の
潜
伏

期
間
を
経
て
石
綿
肺
に
な
り
ま
し

た
。

　
高
知
労
働
局
は
、
今
年
３
月
２

５
日
佐
竹
信
さ
ん
を
じ
ん
肺
管
理

区
分
３
ロ
と
決
定
し
、
続
発
性
気

管
支
炎
の
合
併
症
を
つ
け
要
療
養

と
通
知
し
ま
し
た
。
労
災
が
認
定

さ
れ
る
こ
と
が
確
実
と
な
り
、
佐

竹
さ
ん
に
は
休
業
補
償
や
医
療
費

費
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
現
在
、
休
業
補
償
を

申
請
中
で
す
。

（２）２００９年４月２７日　　ＮＯ．１１２　　                           高　知　県　労　連

『アスベスト110番』 が契機に

戦前の就労で石綿労災を認定

「働くもののいの ちと 健康 を守る 県センター 」主催

　
昨
年
５
月
に
「
い
の
健
」
（
働
く

も
の
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
県

セ
ン
タ
ー
）
が
実
施
し
た
「
ア
ス

ベ
ス
ト
１
１
０
番
」
の
会
場
を
訪

問
し
た
佐
竹
さ
ん
は
、
仕
事
の
内

容
や
症
状
を
訴
え
て
く
れ
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
建
交
労
農
林
支
部
の

仲
間
た
ち
は
資
料
集
め
の
た
め

に
、
佐
竹
さ
ん
が
働
い
て
い
た
職

場
や
横
浜
市
の
監
督
署
な
ど
と
何

度
も
連
絡
し
ま
し
た
。
執
行
委
員

の
森
岡
晃
篤
さ
ん
は
「
工
場
は
空

襲
に
遭
い
、
記
録
は
焼
け
て
の
う

な
っ
ち
ょ
っ
た
け
ん
ど
、
年
金
手

帳
が
頼
り
に
な
っ
た
・
・
・
」
と

資
料
集
め
の
苦
労
を
振
り
返
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
記
者
発
表
で
山
本
淳
夫

書
記
長
は
「
６
０
年
の
潜
伏
期
を

認
め
さ
せ
、
戦
前
の
就
労
を
原
因

に
労
災
を
認
定
さ
せ
た
例
は
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　
今
回
の
労
災
認
定
は
、
建
交
労

農
林
支
部
の
地
道
な
調
査
活
動
が

実
を
結
ん
だ
も
の
で
す
が
、
ま
だ

ま
だ
よ
ち
よ
ち
歩
き
の
段
階
で
あ

る
「
い
の
健
」
の
取
り
組
み
が
大

き
な
成
果
を
も
た
ら
し
た
と
い
え

ま
す
。

　
「
い
の
健
」
理
事
会
は
、
ア
ス
ベ

ス
ト
被
害
が
長
期
の
潜
伏
期
間
を

持
っ
て
い
る
こ
と
、
多
様
な
職
種

の
労
働
者
に
被
害
を
も
た
ら
す
も

の
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
「
ア

ス
ベ
ス
ト
１
１
０
番
」
を
お
こ
な

う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　アスベスト

過労死110番
６月２０日(土)10時～ 15時

高知城ホール３Ｆ　和室

　電話番号は後

日お知らせしま

す。

　面談もおこな

います。

3/27 記者発表する建交労農林支部の仲間たち

　　 　 　 　 　 　 ―県政記者室にて―

　
高
知
一
般
が
４
年
間
に
わ
た
っ

て
た
た
か
っ
て
き
た
「
エ
ー
ス
ワ

ン
未
払
い
残
業
」
裁
判
で
三
月
二

五
日
、
高
知
地
裁
は
原
告
勝
訴
の

判
決
を
下
し
ま
し
た
。
。

　
エ
ー
ス
ワ
ン
で
は
、
サ
ー
ビ
ス

残
業
を
逃
れ
ん
た
め
に
、
賃
金
を

基
本
給
（
最
低
賃
金
）
と
各
種
の
手

当
の
振
り
分
け
、
職
員
の
知
ら
な

い
と
こ
ろ
で
、
勝
手
に
就
業
規
則

を
何
回
も
書
き
換
え
て
き
ま
し
た
。

当
然
、
月
に
八
〇
時
間
以
上
の
残

業
を
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

賃
金
の
支
払
い
は
変
更
せ
ず
会

社
は
「
支
払
い
済
み
、
む
し
ろ
多

く
払
っ
て
い
る
」
と
居
直
っ
て
い

ま
し
た
。

　
高
知
地
裁
は
、
エ
ー
ス
ワ
ン
の

や
り
方
は
不
当
で
あ
る
と
し
、
会

社
に
対
し
て
、
未
払
い
残
業

（
サ
ー
ビ
ス
残
業
）
の
支
払
い
を

命
じ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

会
社
は
判
決
を
不
服
と
し
て
控

訴
期
限
ギ
リ
ギ
リ
の
三
月
八
日

午
後
四
時
五
〇
分
に
控
訴
し
ま

し
た
。
会
社
側
は
、
一
方
で
、
退

職
し
た
竹
内
氏
に
は
支
払
い
、
現

職
の
山
崎
氏
に
は
控
訴
す
る
と

い
う
、
労
働
者
を
分
断
す
る
や
り

か
た
を
行
い
、
し
か
も
、
い
ま
だ
に

中
山
大
樹
取
締
役
は
『
会
社
の

や
っ
て
き
た
事
は
間
違
い
じ
ゃ
い
、

た
ま
た
ま
法
律
に
適
合
し
な
か
っ

た
だ
け
、
今
で
も
考
え
は
変
わ
ら

な
い
』
と
反
省
も
示
し
て
い
ま
せ

ん
。

　
今
度
は
高
松
高
裁
で
の
闘
い
に

な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
今
後
い
ま
だ
に
含

み
残
業
制
を
行
な
っ
て
い
る
株
式

会
社
エ
ー
ス
ワ
ン
対
し
て
改
善
を

求
め
る
運
動
を
さ
ら
に
展
開
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

会社は控訴
エースワン裁判

勝利判決 さ
ら
に
支
援
を
！

高
知
一
般
書
記
長

　
　
山
崎
圭
司


